
令和５年度 学校報「東明」 校訓・教育目標 英志つらぬけ～和して､問い､答え､考え､創造しよう ゆめはばたかせ～

令和５年９月12日発行
男鹿市立男鹿東中学校
校長 鳥井 雅則

第５号

今年の夏休みは暑さとの闘いでした。連日の真夏日で、暑
さ対策をしながらの学習会や東中祭の準備など、生徒たちは
よく頑張っていました。部活動では熱中症警戒アラートが頻

繁に発令され、８月８日～15日まで部活動休止にしたこともありました。また、８月23日から前期後半の
授業が始まりましたが、暑さは衰えず、エアコンの設定温度をいくら低く設定しても室温は30℃以上で、
汗だくで授業を受ける場面も多々ありました。それでも、エアコンのない時代のことを考えればまだいい
ほうです。最近ようやく暑さも一段落し、落ち着いて授業ができています。
前期後半は、東中祭や新人戦、大きな学校行事も目白押しです。今後も運動会や東中祭での成功体験を

生かし、東中生一人一人にとって充実した前期後半になることを期待しています。

４年ぶりの制限のほぼない東中祭を実施しました。たくさ
んのご来賓の皆様、ご家族の皆様にお越しいただき、誠にあ
りがとうございました。これまでたっぷり練習して学級で心
を一つにした合唱コンクール、全校歌唱「秋田県民歌」、英
語暗唱弁論、吹奏楽演奏、学習作品の展示、各学年企画、喫
茶の復活、後夜祭でのユニークな出し物など、そのどれもが東中祭を華やかに彩り、生徒が大活躍できた
東中祭でした。ご来場の方々には、歌の素晴らしさと、発表や作品に対して、お褒めの言葉をたくさんい
ただきました。感謝いたします。数多い活躍場面を観ていただき、開催して本当によかったと思っており
ます。中学校の文化祭というのは、他の学校行事とはひと味もふた味も違います。生徒の自主性、協調性、
企画力などを存分に発揮できる学校行事だからこそ、一人一人が大きく成長できるのだと思います。今後
の学校行事でも東中生の活躍をご期待ください。

皆さんが大注目の合唱コンクールの結果です。
学 年 合唱コンクール 優秀指揮者賞 優秀ピアニスト賞
１ 年 金 賞 １ＣＤ １Ｂ 伊藤颯也さん １Ａ 加藤瑠晟さん
２ 年 金 賞 ２Ｃ ２Ｃ 鈴木 侑さん ２Ｃ 山本みつ葉さん
３ 年 金 賞 ３Ｂ・３Ｃ ３Ｂ 谷口紗彩さん ３Ｃ 小坂佳音さん
全 校 最優秀賞 ３Ｂ◎ ３Ｂ◎谷口紗彩さん ３Ｃ◎小坂佳音さん

東中祭後、急激に新型コロナ感染が拡がり、３ＢＣを５日に学級閉鎖、３年生を６日から２日間の学年
閉鎖、２Ｃを11日に学級閉鎖としました。これで感染者はかなり減少しましたが、ゼロになったわけでは
ありません。県内でも定点把握で１医療機関当たり30人を超えるような状態です。学校でも十分注意して
いきますが、手洗い、うがい、マスク着用など、ご家庭でも感染予防にご協力ください。発熱やかぜ症状
がある場合は決して無理をせず、登校を控えるようにお願いします。

秋田県を代表して、本校から東北大会に４名の生徒が出
場しました。柔道の加賀谷陽太さん２回戦惜敗、陸上競技

の伊藤拓海さん1500ｍ予選惜敗、相撲は団体３位、個人は石川彪さんが１年の部第５位、石川晟さんが３
年の部第２位でした。全国大会は晟さんが予選３戦全勝し、決勝トーナメントでベスト16に入りました。
東北・全国大会ではは、すごく大きい選手、とても上手い選手、力強い選手、信じられないような速い選
手などを目の当たりにします。これで終わりではなく、ここを観て体験したからこそ、次の上位の目標を
明確にすることができます。よい経験をしてきたと思います。さて、今週末は市郡秋季大会が開催されま
す。１、２年生の新チームで大会に臨みます。暑い夏をどう乗り越えて練習してきたか、成果が問われま
す。全県秋季大会への切符や春季大会以降のシード権も関わりますので、ぜひ頑張ってほしいと思います。
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